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新
入
社
目
貝
の

　
　
　
　
　
研
修
に
想
・
つ

　
　
（
宮
川
鍬
葉
氏
随
想
抜
葦
）

　
昔
の
青
年
だ
、
今
の
青
年
だ
っ
て

青
年
特
有
の
あ
り
あ
ま
る
精
力
と
覇

気
に
変
り
は
な
い
。
だ
が
昔
の
青
年

は
徴
兵
検
査
と
い
う
難
関
が
あ
り
、

合
格
す
れ
ば
二
年
間
と
い
う
服
役
が

あ
る
。
だ
か
ら
徴
兵
検
査
の
時
、
衆

人
監
視
の
中
で
花
柳
病
が
発
見
さ
れ

さ
ん
ざ
ん
怒
鳴
ら
れ
大
恥
を
か
く

の
が
、
死
ぬ
よ
り
つ
ら
い
か
ら
女
遊

び
は
慎
し
ん
だ
し
、
丙
種
な
ん
か
は

人
間
並
に
扱
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、

自
重
自
愛
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
甲

種
合
格
と
も
な
っ
て
入
営
す
れ
ば
、

戦
陣
訓
と
ビ
ン
タ
で
徹
底
的
に
自
己

を
滅
し
、
至
上
命
令
に
服
す
厳
格
な

訓
練
の
も
と
に
、
体
質
が
焼
き
直
さ

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
同
じ
青
年
で
も

筋
金
が
通
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
現
代
の
青
年
は
野
放
し

の
ま
・
、
学
校
で
は
先
生
と
同
格
の

立
場
で
主
義
主
張
を
通
し
、
そ
れ
が

通
ら
な
け
れ
ば
校
門
を
封
鎖
し
、
デ

モ
ル
と
い
っ
た
具
合
で
、
釈
迦
に
説

法
ど
こ
ろ
か
場
合
に
よ
っ
て
は
恩
師

を
つ
る
し
上
げ
に
し
て
、
監
禁
す
る

と
い
う
始
末
だ
か
ら
、
肩
書
や
格
好

だ
け
で
就
職
し
入
社
す
る
殴
に
な
る

と
、
安
心
し
て
職
場
を
担
当
さ
せ
る

わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
こ
で
経
営

者
側
で
は
新
入
社
員
に
対
し
特
訓
が

行
わ
れ
る
。
要
は
社
の
方
針
に
即
し

た
猛
烈
社
員
の
養
成
で
あ
り
、
心
身

の
叩
き
直
し
で
あ
る
。

　
だ
い
た
い
近
代
学
生
そ
の
も
の
は

口
で
言
う
こ
と
は
た
っ
し
ゃ
で
あ

る
が
、
書
か
せ
て
み
た
ら
誤
字
や
脱

字
や
当
字
だ
ら
け
で
文
書
課
あ
た
り

へ
廻
し
た
ら
、
て
ん
で
役
に
た
た
な

い
ば
か
り
か
一
本
の
回
答
文
も
礼
状

も
書
き
綴
れ
な
い
始
末
で
あ
る
。
そ

れ
と
い
う
の
も
極
度
に
制
限
さ
れ
た

漢
字
さ
え
知
ら
ず
、
語
句
も
同
様
と

あ
っ
て
、
今
の
大
以
奉
が
国
語
力
に

お
い
て
昔
の
中
学
生
に
劣
っ
て
い
る

そ
れ
ど
こ
ろ
か
若
い
大
学
の
先
生

の
手
紙
を
み
て
も
満
足
の
も
の
は
な

い
。
漢
字
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
語

句
に
し
て
も
常
識
の
対
話
で
は
二
千

ぐ
ら
い
で
す
む
が
、
作
家
と
も
な
れ

ば
通
用
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
世
界
中
ど
こ
の
国
で
も
国
語
だ
け

は
重
視
し
て
優
先
し
て
教
育
す
る
。

日
本
の
文
部
省
は
国
語
を
軽
視
制
限

し
て
文
筆
の
根
を
枯
ら
し
た
。
だ
か

ら
一
流
作
家
は
制
限
を
無
視
す
る
が

そ
れ
が
う
る
さ
け
れ
ば
書
く
の
を

や
め
て
終
っ
た
。
だ
か
ら
戦
後
に
は

純
文
学
ら
し
い
文
学
は
消
え
、
低
劣

な
痴
漢
小
説
が
籏
生
し
流
行
し
た
の

で
あ
る
。
『

　
一
方
入
社
し
て
当
面
す
る
実
技
力

は
専
門
の
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
そ

れ
が
学
問
と
し
て
の
概
念
で
あ
り
、

外
国
の
よ
う
に
学
校
で
は
理
論
を
学

び
、
長
い
休
暇
の
間
に
は
工
場
で
実

技
を
磨
き
、
年
間
の
学
費
ま
で
稼
ぎ

だ
す
と
い
っ
た
真
に
役
立
つ
エ
ン
ジ

ニ
ァ
養
成
で
は
な
い
か
ら
、
ネ
ジ
が

、
一
本
と
ん
だ
機
械
の
故
障
で
も
全
体

を
分
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
っ

た
始
末
と
あ
っ
て
当
用
の
役
に
た
た

な
い
。

　
こ
う
し
た
中
途
半
端
な
教
育
を
終

り
、
卒
業
し
た
が
最
後
書
物
を
捨
て

研
究
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
か
ボ
ー
リ
ン

グ
に
熱
中
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
入

社
採
用
の
会
社
が
研
修
と
称
し
て
座

禅
で
し
ご
き
、
猛
烈
社
員
養
成
と
称

　
　
　
　
　
　
去
る
五
月
一
一
＋

　
　
　
す
　
　
　
　

　
　
　
才
二
日
　
テ
レ
ビ
の

木
来
子
ど
も
番
組
で
お

　
　
の
員
な
じ
み
の
、
チ
・

　
　
み
団
リ
ン
村
と
く
る
み

の
る
劇
の
木
の
倒
員
が

み
く
の
来
村
し
、
中
里
村

テレビでおなじ
　チロリン村と

児
童
舘
に
お
い
て

約
一
時
間
あ
ま
り

人
形
劇
を
演
じ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た

同
劇
団
は
何
組

か
に
分
か
れ
て
、

全
国
を
ま
わ
っ
て

い
る
の
で
す
が
、

た
ま
た
ま
十
日
町
の
市
内
で
、
幼

稚
園
ま
で
、
来
て
い
る
こ
と
を
健
青

会
の
中
里
支
部
員
が
聞
き
、
へ
き
地

の
幼
児
こ
そ
な
ま
の
も
の
を
と
、
交

渉
し
て
、
こ
の
運
び
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
十
日
町
で
は
、
幼
稚
園
児
一

人
百
五
十
円
の
経
費
な
の
だ
そ
う
で

す
が
、
健
青
会
の
み
な
さ
ん
の
熱
意

し
て
戦
時
の
学
徒
を
猛
訓
練
し
た
よ

う
な
訓
練
を
行
う
次
第
で
あ
る
。

　
こ
の
帯
に
短
く
楼
に
長
い
空
手
形

を
、
ど
の
よ
う
に
再
教
育
す
る
か
に

つ
い
て
は
当
事
者
側
に
と
っ
て
は
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

要
は
　
人
間
を
尊
重
し
然
る
上
に
人

間
性
を
高
め
、
深
め
、
強
靭
な
自
主

性
を
も
ち
、
礼
儀
正
し
い
健
全
な
社

会
人
の
養
成
が
先
決
で
あ
り
、
早
期

に
月
給
と
り
根
性
に
感
染
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
予
防
す
べ
き
で
あ
る

（
宮
川
氏
は
十
日
町
市
と
縁
因
深
き

　
著
述
家
で
あ
り
ま
す
）

と
誠
意
に
劇
団
員
も
賛
同
し
て
く
れ

て
、
・
五
千
円
で
何
人
で
も
と
い
う
事

で
、
健
青
会
で
負
担
し
、
短
か
い

時
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
有
名
な
り

っ
ぱ
な
人
形
劇
を
、
し
か
も
た
の
し

く
み
せ
て
い
た
だ
き
、
園
児
は
大
変

よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
（
写
真
は
人
形
劇
の
一
コ
マ
）

中
里
文
芸

　
　
　
　
　
山
ハ
月
投
稿

　
　
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

衣
更
え
て
街
あ
た
ら
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
灯
が
つ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
月

夏
草
や
思
慮
ま
と
ま
ら
、
ず
瀬
に
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

生
花
に
切
ら
ん
と
蜜
蜂
目
の
先
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汀
歩

奔
放
な
少
年
の
歩
巾
で
拡
が
る
野
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

十
薬
の
闇
へ
ま
ぎ
れ
ゆ
く
理
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

　
　
人
生
往
来

◎
産
声

　
氏
名
　
父
の
名
　
部
落

上
原
三
千
代
文
男
　
上
山

白
い
芽
花
咲
か
せ
る
思
索
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
の
荒
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

さ
わ
や
か
な
玉
子
半
熟
　
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

田
疲
れ
を
さ
そ
い
合
っ
て
の
山
の
宿

斎
喜
み
ど
り
泰
男

薯葬関鼻馨嚢嚢

砂菱　　正　雅啓泰
　　富学美子子
　忠正松正
　　　　　茂茂
　博利蔵平

｛
翻
購
塞
、
　

麟
就
懸
一
　

田上衷芋整危
中山越川内内俣

宮田程川
　　　西
中沢島町

鞭
繍
暴
、
、
転

新
郎
古
沢
新
太
郎
（
毛
）
十
日
町
市

｛
新
婦
羽
鳥
照
美
（
二
一
。
新
屋
敷

　
翻
鱗
箋
．
齢
．
姉

赤
鞭
鞭
鉾
慰

｛
難
島
馨
　
＋
難

｛
欝
肇
襲
瀧

癖纏題．

、
　
一
一
。
鑓

癖
難
鰻
二
謬
谷
獅

　
新
郎
岡
田
義
明
（
二
〇
）
十
日
町
市

｛
新
婦
山
田
道
子
（
二
一
）
畜
尻

」
新
郎
富
井
福
一
（
二
八
）
十
日
町
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

移
り
ゆ
く
花
期
よ
霧
笛
の
傍
観
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

田
を
植
え
る
高
空
に
鳶
舞
い
う
た
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

柿
若
葉
　
育
児
日
記
の
余
白
な
し

一
新
婦
岡
村
小
夜
子
（
…
）
荒
　
屋

難
難
孔
二
、
嘉
町
姉

繍
額
墾
謂
講

新
郎
本
山
勝
久
（
一
酉
浦
川
原
村

｛
新
婦
吉
楽
ミ
ィ
（
ニ
ニ
）
上
山

　
新
郎
川
田
秀
雄
（
一
δ
田
中

｛
新
婦
村
山
英
子
（
二
四
桂

緬
酷
律
壽
＋
稲
町
獅

　
新
郎
川
田
茂
和
（
一
3
　
　
東
京
都

｛
新
婦
保
坂
と
し
子
（
二
一
）
芋
沢

｛
難
羅
華
翻

癖
籠
（
．
＝
、
”
講

｛
鞍
羅
（
（
一
　
神
掠
川
螺

　
新
郎
保
坂
松
男
（
宅
）
芋
沢

｛
新
繋
美
佐
子
（
三
舌
町
市

｛
驚
継
二
　
二
）
離

　
新
郎
鈴
木
善
昭
（
一
δ
　
　
東
京
都

濡
服
部
ス
ミ
委
）
桂

緬
鐘
飴
（
（
一
　
離

　
◎
昇
天

　
清
滝
　
ソ
ヨ
　
（
六
9
　
東
田
尻

　
氏
名
　
年
令
　
部
落

　
富
井
保
夫
（
一
δ
田
中
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男 3，701（＋7）

女 3，771（＋2）
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苗
場
山
麓
総
合
開
発
計
画

　
　
　
　
開
発
の
あ
ら
ま
し

　
q
D
開
発
地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
有
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
中
里

　
苗
場
山
麓
開
発
地
域
は
、
中
里
村
村
で
関
係
す
る
地
域
は
、
十
日
町
市

十
日
町
市
、
津
南
町
の
三
市
町
村
に
　
の
境
界
線
よ
り
国
有
林
を
含
め
た
程

ま
た
が
る
信
濃
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
　
島
の
大
沢
谷
川
ま
で
と
、
倉
俣
、
大

地
で
、
全
国
で
も
指
お
り
の
す
ぐ
れ
　
原
及
び
小
松
原
の
地
域
で
北
陸
農
政

た
条
件
を
も
つ
開
発
可
能
地
域
と
し
　
局
の
出
先
機
関
で
あ
る
信
濃
川
水
系

て
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
開
　
農
業
水
利
調
査
事
務
所
で
調
査
が
進

発
可
能
地
面
積
は
一
万
六
千
ヘ
ク
タ
　
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ー
ル
に
も
及
ぶ
広
大
な
地
域
で
す
。
　
　
働
開
発
構
想

今
計
画
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
う
　
　
現
在
山
林
、
原
野
及
び
国
有
林

ち
約
五
千
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
中
等
の
未
墾
地
の
開
拓
と
併
せ
て
既
存

里
村
で
関
係
す
る
面
積
は
七
百
九
十
　
の
水
田
や
畑
の
ほ
場
整
備
を
行
な
い

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
そ
の
内
四
百
　
大
区
画
ほ
場
と
部
落
か
ら
ほ
場
団
地

二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
国
有
林
で
、
　
と
団
地
を
結
ぶ
幹
線
道
路
（
舗
装
道

そ
の
他
三
百
六
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
　
路
）
を
中
心
と
し
た
道
路
網
及
び
用

三
。
・
一
。
§
言
。
1
‘
…
一
一
・
一
・
・
…
言
9
0
5
患
…
？
。
＝
…
零
。
1
3
3
昌
：
。
・
一
。
繭
・
・
　
1
．
・
三
．
の
一
3
ー
．
1
　
3

郡市

社
含
藝
目
大
会

　
　
7
月
1
6
日
・
中
里
村
で
〃
”

中
魚
沼
郡
十
日
町
市
社
会
教
育
大

会
は
今
年
で
十
八
回
目
を
迎
え
る
訳

で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
中
里
村
が

受
持
と
な
り
次
の
要
領
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
多

用
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
せ
っ
か
く

の
機
会
を
の
が
す
こ
と
な
く
、
社
会

教
育
関
係
団
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

村
民
こ
ぞ
っ
て
参
加
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

一
、
と
き
、
七
月
士
ハ
日
（
日
曜
日
）

二
、
と
こ
ろ
、
　
田
沢
小
学
校

三
、
●
大
会
主
題
、
「
過
疎
地
域
に
お
け
る

社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

1
生
涯
教
育
を
み
ん
な
で
考
え
よ

レ
つ
」

主
催
、
郡
市
社
会
教
育
振
興
会
、
中

　
　
里
村
教
育
委
員
会

後
援
、
郡
市
教
育
委
員
会
連
絡
協
議

　
　
会
・
中
里
村

講
師
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
教
授

　
　
玉
井
成
光
先
生

パ
・
不
ル
討
議

司
会
者
川
西
町
社
会
教
育
課
長
殿

パ
ネ
ル
マ
ン
（
予
定
者
）

O
津
南
町
社
会
教
育
主
事
福
原
順
作

排
水
系
統
を
整
備
し
大
型
機
械
に
ょ

る
作
業
別
営
農
団
地
を
構
成
し
、
又

出
荷
施
設
等
必
要
な
近
代
化
施

設
を
配
備
し
農
業
の
近
代
化
を
は
か

り
ま
す
。
又
、
清
津
川
上
流
に
多
目

的
ダ
ム
を
構
築
し
幹
線
用
水
路
に
導

水
を
行
な
い
、
畑
に
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
に
よ
る
畑
地
か
ん
が
い
を
、
水
田
に

は
用
水
補
給
を
行
な
い
自
然
条
件
に

左
右
さ
れ
ず
変
動
す
る
農
業
情
勢
に

も
対
応
で
き
る
農
業
基
盤
の
確
立
を

爆
に
国
営
嚢
で
実
施
さ
れ
る
計

画
で
す
。

　
⑥
今
年
行
な
わ
れ
る
工
事

　
調
査
事
務
所
で
行
な
う
気
象
、
土

？
一
？
書
言
1
‘
・
…
一
二
．
．
言
9
・
・
1
3
三
僧
●
8
§
・
．
2

　
殿
♀
日
町
市
黎
教
墓
員
仲
林
フ

　
ミ
殿

O
中
里
村
公
民
舘
長
上
村
二
郎
殿

○
川
西
町
婦
人
会
半
戸
リ
ト
殿

○
津
南
町
青
矢
浜
殿

〇
十
日
町
市
飛
渡
P
T
A
副
会
長
中

　
野
滋
殿

○
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ
含
艮
上
原
国

農
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
清
津
峡
さ
ざ
婆
本

　
田
沢
、
貝
野
吟
詠
会

　
P
T
A
コ
：
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

　
中
里
村
青
年
会
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

　
プ

質
、
道
路
、
掴
路
、
営
農
の
調
査
計

画
と
合
わ
せ
て
、
当
中
里
村
役
場
産

業
課
苗
場
山
麓
開
発
係
で
は
、
部
落

説
明
会
現
地
調
査
の
実
施
、
受
益
者

等
の
話
し
合
い
、
一
筆
ご
と
の
現
況

調
査
、
営
農
計
画
の
検
討
、
国
有
林

へ
の
参
画
農
家
の
把
握
、
参
加
、
不

参
加
の
意
志
確
認
を
行
な
う
な
ど
、

調
査
事
務
所
や
県
当
局
と
地
元
と
の

間
に
立
っ
て
、
積
極
的
に
調
査
計
画

の
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
こ
の
開
発

事
業
は
、
農
業
は
も
と
よ
り
、
地
域

の
将
来
を
左
右
す
る
大
事
業
で
あ
り

ま
す
の
で
、
関
係
者
を
は
じ
め
、
広

く
村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
（
産
業
課
）

ロ
じ
　
ロ
ロ
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
ロ
ロ
コ
の
ロ
ロ
　
　
　
ロ
ロ
ロ
　
ロ
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
公
民
舘
で
は
、
例

　
　
　
　
で
蓋
し
て
い
る
成

式
翻
融
瞬
轄

人
場
岡
蔽
徽
糊
鷲

成
役
す
。

オ雌購
　
　
　
　
7
た
人
で
、
村
内
に
居

住
し
て
い
る
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

但
し
村
外
、
県
外
に
就
職
し
て
い
る

中
里
村
出
身
者
で
、
希
望
者
は
、
公

氏
舘
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
参

加
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
「
お
知
ら
せ
」
の
で
き
次
第

福
田
屋
さ
ん
、
村
に
十
万
円
寄
贈

　
上
山
の
福
田
屋
商
店
主
上
原
松
二

さ
ん
は
、
藤
田
村
長
さ
ん
が
、
村
の

業
務
に
日
夜
熱
心
に
尽
さ
れ
、
村
民

に
奉
仕
し
て
お
ら
れ
る
姿
に
感
激
し

そ
の
お
礼
に
と
い
う
こ
と
で
こ
の
程

村
の
何
か
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
十

万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

◎
村
長
談
　
村
の
有
力
者
か
ら
多
大

な
る
御
寄
附
と
、
お
ほ
め
の
お
言
葉
で

光
栄
で
す
。
不
肖
な
村
長
で
す
が
、

御
厚
意
を
体
し
、
益
々
村
の
平
和

と
発
展
の
為
、
全
力
投
球
し
て
、
御

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
蓬
6
6
φ
1
の
■
●
…
…
…

七
月
十
四
日
は

　
　
　
　
　
農
業
委

　
今
回
の
選
挙
は
第
八
回
目
。

　
本
年
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
「
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
農
業
委
員
会
制
度
が
発
足

し
て
か
ら
二
十
一
年
目
に
あ
た
り
、

第
一
回
目
の
選
挙
が
昭
和
二
十
六
年

八
月
に
行
な
わ
れ
て
か
ら
今
回
で
八

回
目
に
な
り
ま
す
。

◎
農
業
委
員
の
選
挙
は
、
公
職
選
拳

　
法
を
準
用
し
て
実
施
さ
れ
る
。

　
農
業
委
員
の
選
挙
は
、
公
職
選
挙

法
を
準
用
し
て
、
農
業
者
の
直
接
選

　
な
お
、
記
念
講
演
に
、
新
潟
短
期

大
学
助
教
授
、
岸
井
勇
雄
先
生
か
ら

「
生
き
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
お
話
し
を
し
て
い

き
…
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
種
団
体
長
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

の
で
多
数
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

成
人
と
な
っ
た
こ
と
の
嚢
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
揃
っ
て
ご
参

加
も
だ
さ
る
よ
う
、
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

員
選
挙

挙
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
地
域

農
業
の
発
展
と
農
民
の
利
益
代
表
機

関
と
し
て
重
責
を
に
な
う
新
し
い
選

挙
に
よ
る
委
員
は
、
本
県
の
場
合
六

十
九
委
員
会
（
委
員
会
全
体
の
六
十

ニ
パ
！
セ
ン
ト
）
の
区
域
に
お
い
て

約
士
二
万
世
帯
の
有
権
者
に
ょ
り
千

八
十
一
名
の
委
員
が
選
ば
れ
ま
す
。

◎
意
義
深
い
今
回
の
選
挙

　
農
業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
依
然
厳

し
い
も
の
が
あ
り
、
特
に
農
家
労
働

力
対
策
や
農
地
保
有
合
理
化
あ
る
い

は
、
農
村
地
域
へ
の
工
業
導
入
等
の

農
業
構
造
政
策
の
対
応
等
農
業
委
員

会
の
任
務
は
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を

加
え
て
い
る
。
6
こ
の
よ
う
な
時
期
に

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
ょ
る
委
員
の

選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
誠
に
意

義
深
い
も
の
が
あ
る
．
こ
の
嚢
な

任
務
を
果
た
す
に
ふ
さ
わ
し
い
識

と
活
動
力
の
あ
る
人
を
選
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
　
　
（
産
業
課
）
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住

宅
改
良
資
金

融
資
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
住
宅
金
融
公
庫

☆
申
込
受
付
期
間

　
昭
和
四
ト
し
年
六
月
一
日
俸
か
ら

同
年
卜
一
月
．
．
下
日
休
ま
で

（
た
だ
し
、
申
し
込
み
が
貸
付
♪
｛
疋
数

に
達
し
た
と
き
は
、
申
し
込
受
付
期
朋

中
で
あ
っ
て
も
締
め
切
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
）

☆
受
付
場
所

　
改
良
を
し
ょ
う
と
す
る
住
宅
の
所

在
地
に
近
い
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関
（

　
た
だ
し
、
改
良
予
定
の
住
宅
所
在

地
と
同
じ
都
道
府
県
内
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
）

☆
申
し
込
み
の
方
法
に
つ
い
て

◎
申
し
込
み
の
で
き
る
方

　
次
の
各
号
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま

る
こ
と
が
必
．
要
で
す
。

日
自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
改
良

　
す
る
｝
」
と
。

ー
ト
ル
以
L
と
な
る
も
の
。

◎
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
住

宅
改
良
．
工
事

　
左
記
H
口
ω
の
工
事
又
は
こ
れ
ら

を
あ
わ
せ
て
行
な
う
工
事
を
い
い
ま

すH
増
築
工
事

　
既
存
住
宅
の
存
す
る
敷
地
内
に
お

い
て
住
宅
の
床
面
積
を
増
加
す
る
工

事
を
い
い
ま
す
。

イ
増
築
に
は
、
建
増
し
に
よ
る
増
築

と
既
存
住
宅
中
の
非
住
宅
部
分
を

住
宅
部
分
に
変
え
る
模
様
替
え
に
よ

る
増
築
の
二
種
が
あ
り
ま
す
。

ロ
増
築
部
分
は
、
既
存
住
宅
に
接
続

　
さ
れ
る
も
の
で
も
別
棟
の
も
の
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
別
棟
と
し
て

新
た
に
住
宅
部
分
を
作
る
場
合
は
、

口
改
良
す
る
住
宅
を
所
有
し
て
い
る

　
こ
と
Q

　
（
申
込
者
の
直
系
尊
卑
属
又
は
配

偶
者
の
所
有
す
る
も
の
を
含
み
ま
す

が
、
こ
の
場
合
は
所
有
者
の
承
諾
が

必
．
要
で
す
。
）

ω
保
証
人
が
あ
る
こ
と

四
日
本
国
籍
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

◎
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
住

　
宅
　
改
良
後
の
住
宅
璽
戸
当
た
り
の

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
一
、
工
ー
．
平
方
メ

（
修
繕
）

基
礎
、
土
台
、
外
壁
、
柱
、
ひ
さ
し
、

屋
根
、
と
い
、
床
、
内
壁
、
天
井
等

の
耐
久
性
を
高
め
る
た
め
必
要
な
工

．
事ロ
防
災
上
、
安
全
上
必
要
な
工
事

　
建
物
の
か
さ
上
げ
工
事
又
は
床
を

高
く
す
る
工
事
、
布
基
礎
又
は
土
台

の
敷
設
工
事
、
筋
か
い
火
打
等
に
ょ

る
補
強
工
事
、
外
壁
を
防
火
構
造
等

に
す
る
工
事
、
屋
根
を
不
燃
材
料
で

葺
く
工
事
、
柱
又
は
は
り
等
を
補
強

す
る
工
事
、
そ
の
他
防
災
上
、
安
全

上
、
必
要
な
工
事
。

　
ハ
居
住
性
を
良
好
に
す
る
た
め
必
要

そ
の
増
築
部
分
が
既
存
部
分
と
一
体

と
な
っ
て
、
一
戸
の
住
宅
と
し
て
使

用
さ
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

口
改
築
工
事

　
既
存
住
宅
を
と
り
こ
わ
し
、
改
め

て
建
築
す
る
工
事
を
い
い
ま
す
。
こ

の
場
合
、
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
住
宅
部
分
の
工
事
だ
け

で
す
。

口
修
繕
等
の
工
事

　
修
繕
等
の
工
事
と
は
住
宅
部
分
に

つ
い
て
行
な
う
次
の
．
工
事
を
い
い
ま

す
。イ
耐
久
性
を
高
め
る
た
め
の
工
事

な
工
事

　
居
室
の
日
照
、
通
風
、
採
光
、
換

気
を
良
好
に
す
る
た
め
開
口
部
等
を

設
け
る
工
事
、
住
ま
い
の
合
理
化
を

は
か
る
た
め
、
間
取
り
の
変
更
等
を

行
な
う
工
事
、
台
所
、
浴
室
、
便
所

等
を
改
良
す
る
工
事
、
そ
の
他
居
住

性
を
良
好
に
す
る
た
め
必
要
な
工
事

注
一
、
前
記
0
の
口
の
工
事
に
通
常

附
随
し
て
行
な
わ
れ
る
電
気
、
ガ
ス

給
排
水
等
の
屋
内
附
帯
設
備
工
事
（

水
洗
式
便
所
孔
酪
直
工
事
を
含
む
）
は

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
．
、
、
次
の
も
の
は
原
則
と
し
て
、

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

清津峡小学校土倉分校前で新任教職員の記念撮影’

食
中
毒
に
注
意

食
中
毒
の
発
生
時
期
を
迎
え
、
そ
の
ま
ん
え
ん
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。
す

屋
外
附
帯
設
備
工
事
（
門
、
へ
い
、
側

溝
、
浄
化
槽
、
屋
外
の
電
気
、
ガ
ス
、
給

排
水
設
備
工
事
等
）
及
び
造
り
付
け

以
外
の
設
備
の
取
替
え
又
は
修
繕
（

た
だ
し
、
台
所
、
流
し
及
び
『
里
台
は

貸
付
け
の
対
象
と
す
る
）

◎
融
資
額
等

の
融
資
額
の
限
度

　
住
宅
改
良
に
通
常
必
要
と
す
る
費

用
の
額
の
七
割
以
内
の
金
額
で
十
万

円
か
ら
五
十
五
万
円
ま
で
。

◎
細
詳
を
知
り
た
い
方
は
、
役
場
建

設
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
例
年
教
裏
員

目
貝
　
　
会
で
は
、
村
内
全

　
　
　
＞
（
ノ
　
教
職
員
の
面
識
会

職
鷺
腫
嘩
篠
臆

　
　
　
勃
新
任
教
職
員
の
管

教
見
納
蔽
鐸
薇

　
　
　
校
小
学
校
に
転
入
さ

任
醇
糠
麟
膳
憤

　
　
　
管
倉
分
校
等
村
内
の

新
全
部
の
学
校
を
見

　
　
　
　
　
　
学
す
る
こ
と
に
よ

り
、
全
校
の
様
子
や
地
域
を
よ
り
早

く
知
り
理
解
し
て
戴
き
、
教
鞭
を
と

ら
れ
る
際
の
参
考
に
な
れ
ば
と
新
た

な
試
み
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な

っ
た
訳
で
す
が
、
当
日
（
六
月
一
日
）

は
、
午
前
九
時
か
ら
役
場
議
場
に
お

い
て
面
識
会
を
行
い
、
村
山
教
育
長

で
に
県
下
に
お
い
て
は
次
の
表
の
様

に
発
生
を
み
て
お
り
、
す
で
に
警
報

第
一
号
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
村
の

皆
さ
ん
方
の
注
意
を
望
み
ま
す
。

件
懇
講
胴
期

ロ
ち
ロ
ヨ
ま
コ
ン
ち
コ
に
　
ご
ロ
し
ノ
ニ
の

停
電
の
お

六
月
二
十
八
日
、
九
時
三
十
分
か

ら
十
三
時
ま
で

　
荒
屋
i
山
崎
一
部
－
通
り
山
ー
小

　
出
－
土
倉
1
倉
下
－
芋
川
－
田
代

　
牧
畑
－
西
方
ー
西
田
尻
、
市
之
越

の
経
過
報
告
と
本
会
の
主
旨
説
明
が

あ
り
、
関
根
教
育
委
員
長
の
開
会
の

挨
拶
、
藤
田
村
長
の
激
励
の
言
葉
を

戴
き
、
来
賓
及
び
新
任
者
の
自
己
紹

介
、
新
任
者
代
表
で
田
沢
中
学
校

長
村
松
典
方
先
生
の
挨
拶
が
あ
り

高
橋
教
育
委
員
の
、
コ
カ
コ
ー
ラ

に
ょ
る
乾
杯
の
音
頭
に
、
全
員
爆

笑
の
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に

式
を
終
わ
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
貝
野

小
中
学
校
か
ら
見
学
を
始
め
、
田
沢
、

倉
俣
、
高
道
山
、
清
津
峡
、
土
倉
の

順
に
廻
り
、
最
後
に
市
之
越
に
の
ぼ

り
、
清
津
川
右
岸
段
丘
地
開
拓
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
に
よ
る
広
大
な
る
開
田

を
見
て
、
教
育
長
の
名
、
、
ハ
ス
ガ
イ
ド

振
り
で
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
な
お
帰
途
校
長
先
生
方
の
「
苗
場

山
麓
開
発
事
業
に
つ
い
て
是
非
説
明

会
を
も
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
強
い
要

婁
薮
62
件
樹
6
3
件
⑥

死
亡
数
■
－
人
　
　
o

　
ー
中
は
十
日
町
保
健
所
管
内
に

　
発
生
（
保
健
衛
生
課
）

・
，
～
．
．
◎
．
、
， 　
　
　
　
　
　
煮
榊

　
ち
の
の
ノ
ヤ
じ
ヘ
ィ
ヤ
ノ
ち
じ
し
ノ
ヤ
リ
リ
　
の
コ
　

し
ら
せ

　
鷹
羽

ヒ
ぐ
ヒ
ヒ
ヒ
ぎ
ヒ
く
　
く
ヒ
ヒ
　
ま

　
　
七
月
の
事
業

　
　
　
の
お
し
ら
せ

◎
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

　
六
月
二
十
六
日
～
八
月
二
十
五
日

◎
脳
卒
中
特
別
対
策
第
一
次
検
診

　
六
月
十
二
日
～
七
月
十
日

◎
脳
卒
中
特
別
対
策
第
二
次
検
診

　
七
月
二
十
九
日
、
七
月
三
十
一
日

　
八
月
一
日

◎
子
宮
癌
検
診

　
七
月
二
＋
七
日

◎
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

　
七
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日

◎
献
血

　
公
民
舘
前
　
七
月
十
二
日

　
　
十
時
よ
り
三
時
（
保
健
課
）

望
が
あ
り
、
六
月
五
日
村
内
校
長
会

の
際
、
役
場
上
村
産
業
課
長
を
招
き

説
明
会
を
も
っ
て
戴
き
、
更
に
現
地

視
察
も
計
画
し
て
戴
き
た
い
と
の
全

員
一
致
し
た
希
望
に
よ
り
、
こ
れ
も

近
く
実
現
す
べ
く
村
長
の
許
可
を
受

け
教
育
委
員
会
と
産
業
課
共
同
で
計

画
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
新
潟
県
青
年
海
外
派
遣
団
員
募
集

　
　
　
　
　
　
O
年
令
二
↓
才
～
二
十
六
才
未
満

　
　
　
　
　
　
O
派
遣
先
　
東
南
ア
ジ
ア

　
　
　
　
　
　
O
派
遣
期
問
　
昭
和
四
十
八
年
二
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
O
申
込
〆
押
昭
和
四
十
七
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　
O
申
込
先
　
中
里
村
教
育
委
員
会
又
は
役
場
社
会
課
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去
る
五
月
下
旬
、
健
青
会
中
里
支

部
（
支
部
長
、
林
正
一
氏
）
へ
、
健

青
会
本
部
（
東
京
都
台
東
区
東
上
野

一
の
二
六
の
三
）
よ
り
、
中
里
支
部

員
の
藤
田
真
実
君
が
、
総
理
府
の
書

類
審
査
に
パ
ス
し
、
青
年
の
船
に
乗

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
健
青
会
は
、
同
紙
の
二
月
号

に
掲
載
し
た
よ
う
に
、
社
会
奉
仕
団

圭
目
年
の
船
で

　
　
　
　
　
東
南
ア
騨
ン
ア
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
六
十
日
間
の
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

体
で
、
中
里
支
部
に
お
い
て
も
各

バ
ス
停
に
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
入
れ

青
少
年
健
全
育
成
の
面
か
ら
の
白
ポ

ス
ト
の
作
成
、
村
内
の
子
ど
も
会
を

通
じ
て
、
不
用
雑
誌
を
回
収
し
、
沖

縄
へ
の
寄
贈
、
辺
地
の
子
ど
も
に
映

写
会
と
、
巾
広
い
奉
仕
活
動
を
、
行

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
書
年
の
船
は
、
全
国
で
五
十
人
募

集し

て
い
る
中
で
、
健
青
マ
ン
が
、
十

帷
賄
柵
地
区
小
学
校
研
修
会

　
　
　
田
沢
小
学
校
で
行
な
わ
れ
る

　
六
月
十
二
日
、
田
沢
小
学
校
に
お

い
て
、
津
南
町
と
中
里
村
の
全
小
学
校

の
先
牛
万
、
が
参
加
し
て
津
南
町
中
里
村

小
学
校
研
修
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
当
日
は
、
八
時
四
十
五
分
か
ら
授

業
参
観
を
し
、
十
時
か
ら
瀾
会
式
に

移
り
、
地
元
教
育
委
員
長
の
関
根
隆

光
さ
ん
、
全
教
育
振
興
会
長
の
上
村

二
郎
先
生
の
開
会
の
挨
拶
に
始
ま
り

藤
田
村
長
さ
ん
の
祝
辞
、
津
南
中
里

地
区
学
校
指
導
主
事
深
井
先
生
の
各

教
科
毎
部
会
の
講
師
紹
介
、
中
越
教

育
事
務
所
の
学
校
指
導
課
長
樋
山
先

生
の
挨
拶
並
び
に
指
導
が
行
な
わ
れ
、

十
時
三
十
分
か
ら
国
語
、
社
会
、
算

数
、
理
科
、
音
楽
、
図
工
、
体
育
、

家
庭
、
道
徳
、
特
別
活
動
の
十
部
会

に
わ
か
れ
、
午
後
三
時
ま
で
熱
心
な

研
究
協
議
や
実
技
が
行
な
わ
れ
、
今
後

の
学
校
教
育
に
お
け
る
成
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

人
推
選
さ
れ
、
申
請
さ
れ
た
よ
う
で
す

ま
た
藤
田
真
実
君
に
関
し
て
ほ
林
支

部
長
が
中
央
委
員
と
し
て
の
活
躍
と

地
元
選
出
国
会
議
員
の
強
力
な
る
本

部
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
こ
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
期
間
は
、
九

月
下
旬
か
ら
十
一
月
の
下
旬
に
か
け

て
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の

各
国
を
、
六
十
日
間
の
予
定
で
ま
わ

っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
健
青
会
の
支
部
は
、
県
内

に
は
、
新
発
田
市
と
当
村
に
し
か
出

来
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
の
上

旬
に
か
け
て
（
二
週
間
）
富
井
利
明

君
（
市
之
越
）
も
、
韓
国
ヘ
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
中
里
支
部
は
、
発
足
三
ケ
年
目
に

し
て
海
外
研
修
に
、
三
人
の
会
員
（

会
員
数
十
三
人
）
を
送
る
こ
と
が
出

来
る
の
は
、
や
は
り
、
健
青
会
と
い

ラ
奉
仕
団
体
に
所
属
し
て
い
る
お
か

げ
だ
と
、
林
支
部
長
さ
ん
は
、
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
必
過
、
中
里
支
部
で
は
、
女
性
の

会
員
は
、
あ
ま
り
募
集
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
正
式
に
女
性
会
員

も
募
集
し
て
、
会
の
充
実
と
地
域
の

発
展
に
が
ん
ば
り
た
い
と
、
語
っ
て

お
り
ま
し
た
。

保
障
額
更
に
引
き
あ
げ
三
百
万
円

　
〃
新
種
保
険
好
調
に
ス
タ
ー
ト
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
田
沢
郵
便
局

昨
年
九
月
に
発
売
の
新
種
保
険
は

以
来
八
か
月
余
、
下
記
の
と
お
り
好

調
に
伸
び
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
み
な
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
の
賜
物

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

「
学
資
保
険
」
の
普
及
が
い
ち
じ
る

し
く
、
お
子
さ
ま
に
対
す
る
愛
情
の

深
さ
、
教
育
の
熱
心
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

　
簡
易
保
険
は
契
約
高
十
三
兆
円
、

そ
の
資
金
総
額
も
三
兆
円
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
五
月
十
五
日
か
ら
は

お
ひ
と
り
の
契
約
保
険
金
額
が
最
高

二
百
万
円
か
ら
一
二
百
万
円
に
引
き
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。
郵
政
省
で
は
こ

れ
を
記
念
し
て
五
～
六
月
を
「
最
高

加
入
額
三
百
万
円
引
き
上
げ
記
念
、

簡
保
募
集
増
強
運
動
」
を
実
施
中
で

す
。
　
大
き
な
災
害
や
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
こ

る
交
通
事
故
の
た
び
に
指
摘
さ
れ
る

の
が
、
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
ご
主

人
に
、
意
外
と
ま
と
ま
っ
た
保
険
を

香
典
返
し

か
け
て
お
ら
れ
な
い
と
い
う
事
で
す

　
こ
の
機
会
に
思
い
き
っ
て
大
き
な

保
障
を
簡
易
保
険
か
ら
お
選
び
に
な

ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

　
傷
害
特
約
付
で
万
一
の
場
合
九
百

万
円
（
ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
で
七
百
五

＋
万
円
）

　
詳
し
く
は
郵
便
局
の
窓
ロ
ヘ
ど
う

ぞ
　
　
（
電
話
田
沢
七
〇
番
）

「
－
『
淵
，
，
－
：
－
l
－
ー
：
，
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

一
　
す
　
　
　
　
　
　
’
　
㎜

一
　
で
　
　
　
　
　
　
㎜
　
｝

蠣
麟
蝋

一
発
1
　
乳
険
生
、
L
一

一
の
は
険
1
7
保
5
一
2
3
一

一
険
瀬
保
　
身
　
二

一
保
率
　
件
終
件
件
一

『
種
険
資
6ー
り
2
3
、

薪
膠
字
糊
ユ
轡

「
1
－
－
l
I
I
－
1
ー
ー
l
I
I
I
I
I
－
」

に
寄
附

　
芋
沢
の
保
坂
秀
一
さ
ん
は
、
こ
の

ほ
ど
亡
父
勇
二
氏
の
香
典
返
し
と
し

て
参
万
円
を
社
会
福
祉
事
業
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

5
ま
一
。
さ
・
…
一
リ
タ
・
・
ξ
7
き
皇
一
言
さ
．
．
ξ
一
・
さ
二
一
孝
5
．
二
葦
．
｝

新
刊
図
圭
日
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
気

　
今
月
新
し
く
購
入
い
た
し
ま
し
た

新
刊
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

○
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
著
者
上
田
敏
日
田

○
論
語
を
活
か
せ

　
　
　
　
　
著
者
武
藤
紀
郎

○
新
し
い
礼
儀
作
法

　
　
　
　
　
著
者
松
平
靖
彦

○
女
の
顔

軽
に
ど
・
つ
ぞ

　
　
　
　
　
著
者
平
岩
弓
枝

○
休
め
！
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

　
　
　
　
　
著
者
新
井
喜
美
夫

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
士
道

　
　
　
　
　
著
者
八
切
止
夫

○
子
ど
も
の
知
能
と
育
て
方

　
　
　
　
　
著
者
＋
八
氏

O
子
ど
も
の
心
と
育
て
方

　
　
　
　
　
著
者
＋
三
氏

つ
ゆ
ど
き
で
す

雨
か
ら
守
る

　
　
郵
便
受
箱
を

　
つ
ゆ
ど
き
は
郵
便
外
務
員
に
と
っ

て
い
ち
ば
ん
気
を
つ
か
う
時
期
で
す

特
に
留
守
で
郵
便
受
箱
が
な
い
ご
家

庭
な
ど
へ
配
達
す
る
場
合
は
、
玄
関

の
す
き
問
な
ど
に
差
し
こ
ん
だ
り
し

て
配
達
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
配
達
後
に
郵
便
が
風
で
と

ば
さ
れ
た
り
、
雨
で
ぬ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
レ
　
つ
も
神
経
を
つ

か
っ
て
お
り
ま
す
、

　
郵
便
受
箱
は
、
郵
便
を
風
雨
か
ら

守
る
ば
か
り
で
な
く
、
配
達
の
場
所

を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

郵
政
省
標
準
規
格
の
受
箱
は
、
ほ
と

ん
ど
の
郵
便
を
収
容
で
き
ま
す
か
ら

大
型
の
郵
便
が
留
守
で
配
達
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
受
箱
に
家
族
名
、
同
居
人
氏

名
を
記
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ま

ち
が
っ
て
配
達
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
だ
受
箱
を
取
り
つ
け
て
な
い
ご

家
庭
は
ぜ
ひ
お
取
り
つ
け
く
だ
さ
い

○
子
ど
も
の
生
活
と
し
つ
け

　
　
　
　
　
　
著
者
五
氏

○
女
の
子
の
し
つ
け
方

　
　
　
　
　
　
著
者
浜
尾
実

O
N
H
K
王
国
の
内
幕

　
　
　
　
　
　
著
者
志
賀
信
夫

○
現
代
神
仏
事
典

　
　
　
　
　
　
著
者
鳥
居
数
男

○
赤
ち
や
ん
の
名
づ
け
方

　
　
　
　
　
　
著
者
　
吉
川
博
永


